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ふ
る
国
平
あ
げ
ザ
こ
を
市
民
み
ん
を
で
葵
し
く
し
よ
う

と
い
う
凡
マ
i
ガ
ン
の
も
と
に
「
行
お
れ
た
ク
リ
ー
ン

作
燃
は
、
天
気
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も
葱
ま
れ
ふ
人
品
眺
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川
町
、
3
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終
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l
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午
線
9
時
付
。
開
机
前
・
公
濁
・
滋
…
同
開
な
ど

の
済
協
聞
が
い
っ
伶
い
に
品
開
ま
呼
正
午
ご
ろ
に
は
、
み

ち
が
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
ワ
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
今
閥
ど
け
で
な
く
秋
に
も
行
わ

れ
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
滋
湾
内
線
詩
、

6
M吋
5
日
絞
車
に
苦
し
め
ら
れ
ま
し
た
a

に
ク
リ
ー
ン
徐
州
料
が
品
川
わ
札
ま
し
た
。
ま
た
ゴ
ミ
と
は
ゆ
闘
い
が
れ
~
い
ろ
オ

ニ
的
関
は
削
明
か
む
A
M
暗
で
給
日
町
内
日

i
ト
パ
イ
や
務
総
事
な
ど
も
山
山
て
く

ょ
っ
と
な
り
、
市
内
向
各
種
間
凶
体
ケ
り
る
な
ど
絞
幾
も
大
変
で
し
た
。

約
8
6
0人
‘
自
治
会
会
ど
を
中
心
い
ず
民
間
的
に
も
雪
」
山
山
し
、
消
べ
り

時間綴
M
W
J
ドゑ
F
加
を
し
て
く
れ
た
術
開
問
的
の
清
婦
を
行
い
ま
し
た
が
‘
治
世
プ

方
を
含
め
る
と
粉
翁
な
人
数
と
な
る
大
ミ
捨
て
埼
に
し
て
い
る
め
小
、
は
な
い

清
掃
と
な
れ
マ
ま
し
た
。
か
と
思
う
ほ
ど
、
い
ろ
い
ゐ
な
ゴ
ミ

特
に
滋
高
品
開
口
側
怖
と
な
っ
た
駅
前
、
公
が
浮
い
て
い
亡
、
こ
れ
か
ら
の
大
き

開
酬
な
ど
は
午
線
以
上
に
汚
れ
が
ひ
ど
〈
、
な
問
問
附
閥
k
H
と
し
て
残
ハ
ソ
ま
し
た
e

我
孫
マ
ナ
駅
北
口
は
続
的
択
し
と
絵
ん
だ
闘
し
か
し
、
例
議
問
清
掃
な
ど
、
ぞ
滋

と
き
わ
脊
羊
鈴
に
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何
回
一
曲
終
綴
部
分
U
獄
中
川
訓
す
る
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は
、
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上
め
よ
う
に
出
品

η
ま
す
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で
よ
く
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し
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下
さ
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。
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融
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。
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収
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翼
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摂
叫
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縦
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れ
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さ
れ
て
い
ま
す
。

伎
w細
野
辻
、
ー
ヵ
一
昨
で
‘
ほ
か
に

や
心
機
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
発
日
持
さ
れ

て
い
ま
サ
自
点
機
と
は
、
絞
殺
穴
、

墓
穴
会
ど
に
使
わ
れ
た
も
め
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
G

今
附
円
問
問
品
百
さ
ん
の
敷
地
か
ん
は

仲
問
機
勝
E
今
期
し
か
発
見
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
以
内
山
況
に
は
ま
だ
往
芹
口

跡
が
為
る
可
総
仲
間
も
あ
り
、
や
は
戸
地

是誌
を総

主主、℃壁監

前の土器
発

学
校
基
本
譲
衰

学
校
此
公
平
線
骨
燃
は
、
毎
年
5汚
1
8
市
内
に
は
以
作
品
幼
機
関
8
郎
、
市
立
小

ι

館
長
、
小
削
除
学
校
は
、
小
学
生
8
い
の
は
ニ
的
関
女
ぬ
で
、
小
学
校
で
は

現
在
で
一
付
わ
れ
て
い
る
統
帥
別
総
資
で
す
9
9
校
、
市
立
中
S
枚
、
以
立
潟
1
校
、
9
8
7
人
‘
中
学
ゑ
2
8
4
6
人
と
な
努
性
対
世
股
が
4

対
一
一
で
あ
る
内
に
対

昭
和
U
U
年
度
内
総
公
約
築
む
よ
る
と
犯
立
す
M
2
校
、
私
波
大
1
品
問
符
総
学
っ
て
お
り
、
5
年
約
〈
附
m
h
刊
州
知
小
一
と
し
と
中
学
校
で
は
泊
四
円
一
対
一
と

Vη

校
2
仇
悦
あ
り
ま
す
。
ゅ
ん
納
叫
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
叩
・
3
%
、
紛
が
に
会
っ
て
い
ま
す
。

謀
総
及
び
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
印
・
6
%
と
い
品

i
l
i
-
-
l
i
i
i
i
l
-
-
i
i
j

主
総
絡
を
川
糾
明
す
る
と
、
ま
ず
幼
稚
加
率
を
訴
し
て
い

1
i
i
L

:

有

制
凶
は
品
格
闘
間
同
数
2
5
4
6
人
で
、
そ
の
ま
す
。
こ
の
一
聞
い
は
宮
荻
野
臨
時
臨
時
院
院
比
努
拝
芯
ぷ

内
総
は
3
才
お
入
、
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オ
1
3
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6
人
問
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時
吋
に
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設
や
約
数
段

i
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し

t
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-

i

3

1

1

5

7

人

と

寺

っ

て
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児
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と
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叫
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さ
ん
パ
レ
!
と
い
う
ヲ
討
議
が
で
附
「
こ
紅
と
は
段
付
に
‘
布
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の
約
後
ら
の
♂
宇
賀
川
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、
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は
少
し
む
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な

之
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、

バ

レ

!

?

立

高
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君

、

ず
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速
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っ

た
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ま
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。
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絞
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市
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が
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。
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っ
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鈴
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事議室説得手すなど主主定申告をして

約災した人は、 6月下iむころに税

務署から還付を受けられるき主主震を

お銭勿せLます a そのE祭、同ますさ
れたi立付言書求惑に、併号寄師事項を

記入して、税務著書に返滋Lて〈だ

::'¥'<J そう“すると、税務署からiIl

付金的支払鴻知苦手が工法られてき

すから、こ的支払i飴知設によ

毒事[硬路て.，;:設付金金受取ること仁な

ります。

〈その骨量〉

経千051年分泌f尋校再守幸~lji竣f廷が

?子われ、次内金主穫がi豆f守されます。

本人は6000得、持M¥t対象自己偶者

や扶養李主主主は1人につ与3000PJと

Lて計算した金昔話です。ただL、

絡めたl寝転151"終分的rJ[i尋税額の
が坐ない正急は、その我喜fiまマ?と

なりますe

投ft方法とその手続は次約とか

ワです。 総事的税金をi諜泉散~立て，(拘め、

〈サうリーマン的場合〉 年、家主理主義を受けているが、今年i:

2ド年6月1時没我において昨年 なって草月求までい:丑殺した人や、

どi司仁会校!こ勤務Lているサラリ 昨年中途で返毅したなど円ため、

ーマン辻、およそ、 611-7月ご 給与の税金を浴泉告をq立されたま
ろ、tl:1Jや給与を佼書記るときに宅

は、 1託子主務へ主置付議，食を Lぜ〈だ

zz水
l今3)+1::肖騎者苦糊該峨怒iji改量鞠鮒0時一ω
白色>>*!w畿礎費削問中央公筏縫思議窺12.00-16.30

24金

25土い咽帯費出器開中貴公民総幡東12.00 時

26③I長官:諜;;諮品川仰す
27月131量許容訳語伸拍斡 ;1 
28 *1Z噌 F 館図番組問-16.持 一議l

i 
29氷

3母木

定申告重堅金援おしていな z、人は、

長持没後的確5認申告をしても特別渋

後を受けることになっています。

言羊絡は校戸税務署(所得務担当)

官 0473(63) 1171 

市民ブール
続審寺戦災議事終

令書耳障尊 7月2Hl-8月31時

砂時鰐 8時30分 -17時30分

t>湯島時 子資iI!公機内市民プー'"

惨事融緩・淡格・ 8童話

主主?量買 ( 5名)18t，-!4以iてで1000m

泳げるf母子、日当380司PJ四

豊穣誌(5名}開設以よこめ労k、

時当3000向。

ゐ申込み 6月25日までに絞波書

(:写真不善悪}を教育議員会社会教

予約型へ持参Lて下さきいロ

問 82-1151 内線 294

老人医療校受捻者授の凌新を次

の説経でITないます。

j滋イバ史用Lて之、る受給者蕊は7

たのマ週日日行なL、ますo a説日ち
変るさと寄りま

t>時富良 毎滋:特産自と金警鐘日

惨雲寺界再 守'Jl1no時一午後3時

!11告から使紛でき壮くなワます

から、必ず液続的予後きを行って

iきい司 (1!ollt事務渋)

t>機会主主 7 f110日(在〉午前9

i培30分布'話グランド{手賀i話}

判由選会 6 H19日(日}午後1

持30分 ~~jf，二子市 IfI時)工会主立 3ß皆

参E華級幸缶 Eヨ倍I3Illうた(我孫子i¥f

布役 1-42ft鵠 2233) ・JVir司事11.

1!時 11時30分

t>/¥;<'護霊行時期'J(つっと奇主導周殺孫子m湖北合10-14-26詑 88
0綴ヰヒ駅北開発 10雲寺.10行李総分 …7861! ・IiTH主主主ー(殺孫子市苦手

6…-27宮82-8605)

むつっと濫発 15誌を・ (なお、

総春、 n械的実務め日は15吟税分
も2震発します}

ft 88-0123 つっとO!t)

必宇品明るい話題

7.KEE増加に伴う
節オくのお綴い

(4) 

‘綿土史。講演会

t> 80寺 6丹25日(士)'1'1圭10寺
.，場所 夜二工会長富永-，レ

t>テーマ r謀総地方と11:1苛J

í~明4tめ(f，;続行事J

宮純一7661 術史綴さん綴}

記
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多言器産貫主筆絡

日時スド綴搭を;有する者。

o教資総長免許淡にま革まなする井初
当内f})埠免許状を有する者又辻、

容器給534'3持31日家計二E説得見込

みの者。

01車11公務員記長告書16~手各号投び、

学校教事手法務9号各号のいずれに

も該漁 Lない者。

QOllj掴224'4月2日以絡に主主まれ

た符{小学校教裁lkIJ、'J、・中学
校菱総数ま舎についてはUill!l17年 4

月2白J:J:終に集まれた者)とする。

なお、現{ニ教育ぬ貨として税務

する手守的受験については、直線己前

年令にかかわらず考慮します。

t>選考検査

。J朝日 8月101ヨど11日的耳目問

。会場 千著書市内町小中学佼

。受付 8月27母 7月2お

惨事毒い合せ 教育委只会学校教子著

書長

官告2-1151 内線212 ‘294

/五二l三事¥
~伊μ酬例- 、-、、、、

〈ヰ本記主偽君湖E鴎奇よ滋話J然草烏余〉

B惨砂翼鍛主8 月l隠8呂 6丹1姶9詰

惨主義会 中央公民吉言語'1'f'前8降拐

う〉

砂串込先導電25名波l!1(官約

0521) 

〈自室ヶi議浮島燦烏会〉

参湖周 6月2613 (註}附天中止

本滋の給水について、→部j臨域 t>総会我綿子製1改札口、午前8

にお年ま iては、水fE低下等によ 時30王子

り大変ごi宝惑を、おかけ上ました 争申込先奇襲20名 往復ハガキで

が、久守家浄水冷め完成により今 申込んで下さい. (戦終子市街妻子

夏から十分に水を供給できるよう IlJl61内 5 宵m 砕)
易機山林*"" (篠山後央)"普から {二なりま Lた。

1話絞事裁にIOJJ河内;寄付がありま f追って、よど雪;:::;{~令どて'今まてa と

した奇ヒようなオ主主主で、ご使用になη

~カスミ見トアーあ鼎み時総珪が、 ますと、 i;e淑f誌が携える可能tヨミが
然議定員約皆さんかι9Jjp:jの主寄付 ぁηますのてeご総括主ドさ t、
カtありました。

3惨事発事事そf7イオンズヲラブの皆さ

んから1地易マザーズホ守司ム (uま
わり援護)に2万PJの寄付がありま

したe ありがとうこ・ぜいまし記。

(51苦の総貌〉

閣議・県民税言語i期分

正封税機5畏重量i波
@滋時 6丹30日{本}

9 : 3告-16:00 

e場長時 興予護学 .ff着工会
童書.，鵠;t台支所

大匂jな本を有効に佼うようごf晶

カお綴いいた iます。

(水滋農事}

移管。@

涼捧棉談

市災相談家

(…一 …一一一一「
52年度文総省認定 i 

l 技会i通信教事F共向学習会J

争慰問 51ヲ26日 (8)午前10持

から午後4時。

F参議所 千著書治中央コミ:::l.-=:'ティ

センタ

砂互註{事 千葉望書数背後主導会

議語学級i主教育者島民会社会教育諜へ

世 82-1161 内綴 294

テレホンサービス

t在議還をかけること UよK
訟の業務害事がわか ηJtす.

平時は 1;撞縄問藷u輩、日書量
徐践には、ElB華・ f本諮ぎ話番願受

がわかります。 (24待問可総〉

232 




